




その他のタイトル Favorability of Writing in Writer-Reader

































































































































以上の調査と実験の結果と考察から，次の 4 点が明らかになった。1 点目は，読み手も
書き手も情報の充足とその表現方法に注意を向けることである。2 点目は，好ましい公的
なメールとは，ネガティブな評価の回避とポジティブな評価の獲得の二つを同時に目指す
メールであることである。3 点目は，読み手の評価には書き手になった場合に注意を向け
る点が反映され，書き手が注意を向けるのは読み手になった際に着目する箇所であるとい
うことである。4 点目は，関係継続の予期と注意事項は，書き手がメールを質的に変化さ
せる要因となりうることである。  
本研究の学術的意義は，やり取りを前提とした文章を対象として実証研究を行ったこと
と，メールの好ましさを構成する要因を明らかにしたことに加え，これまでの文章産出モ
デルの生態学的妥当性を高め，それがやり取りを前提とした文章でも適用できることを示
したことが挙げられる。一方，社会的意義としては，社会生活の多くの場面で読み書きさ
れるやり取りを前提とした文章を研究対象として新しい知見を示した点と，本研究の知見
が初年次教育やキャリア教育のエビデンスとして活用可能である点，作成した尺度がやり
取りを前提とした文章の質を向上させるための指導方法の開発に役立てられることが挙げ
られる。すなわち，本研究は文章を用いたコミュニケーションを考える上で一助となるこ
とができるといえる。  
本研究の限界として，研究対象が公的なメールに限定されている点と，場面が限定され
ている点，指導法の検討が不十分な点が挙げられる。これらは今後の課題としたい。  
 
 
